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＜⾼電圧に関するご注意事項＞ 
◇操作を始められる前に！ 
 
 このドキュメントは、BM14270AMUV ⽤評価ボード(BM14270AMUV-EVK-001)とその機能

に限定し記載しています。 
 BM14270AMUV のより詳細な内容については、データシートを参照してください。 

 
安全に操作を⾏って頂く為に、評価ボードをご使⽤になる前に 
必ずこのドキュメントの全⽂を読んでください！ 
                また、使⽤される電圧およびボードの構造によっては、 

⽣命に危険をおよぼす電圧が発⽣する場合があります。 
必ず下記囲み内の注意事項を厳守してください。 

 
＜使⽤前に＞ 

① ボードの落下などによる部品の破損、⽋落がない事を確認してください。 
② 導電性の物体がボード上に落ちていない状態である事を確認してください。 
③ モジュールと評価ボードのはんだ付けを⾏う際は、はんだ⾶散に注意してください。 
④ 基板に、結露や⽔滴がない事を確認してください。 
＜通電中＞ 
⑤ 導電性の物体がボードに接触しないよう注意してください。 
⑥ 動作中は、偶発的な短時間の接触、もしくは⼿を近づけた場合の放電であっても、重篤に陥

る場合や⽣命に関わる危険性があります。 
絶対にボードに素⼿で触れたり、近づけ過ぎたりしないでください。 
また、ピンセットやドライバなど導電性の器具を⽤いての作業も上記同様に注意してください。 
⑦ 定格以上の電圧が印加された場合、短絡など仕様状況によっては部品の破裂等も考えられます。部品の⾶

散などによる危険についても考慮して下さい。 
⑧ 動作時は、熱等によるボード・部品の変⾊や液漏れ等、及び低温評価による結露に注意しながら作業を進め

てください。 
＜使⽤後＞  
⑨ 評価ボードには、⾼電圧を蓄える回路が含まれる場合があります。接続している電源回路を切断しても電荷を

蓄えているため、ご使⽤後には必ず放電し、放電したことを確認してから取り扱うようにして下さい。 
⑩ 過熱された部品への接触による⽕傷等に注意してください。 

 
 この評価ボードは、研究開発施設で使⽤されるもので、 
各施設において⾼電圧を取り扱う事を許可された⽅だけが使⽤出来ます。 
また、⾼電圧を使⽤しての作業時には、「⾼電圧作業中」等の明⽰を⾏い、インターロック 
等を備えたカバーや保護メガネの着⽤等、安全な環境において作業される事を推奨します。 
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User’s Guide 

電流センサ 

BM14270AMUV-EVK-001使い方資料 

BM14270AMUV-EVK-001はロームの電流センサ BM14270AMUV-LBの評価ボードです。このユーザーズガイドでは SensorShield*1を用いた

BM14270AMUV-EVK-001 の使い方について説明しています。 *1 SensorShield は Shield-EVK-001 として販売しております。 

準備するもの 

 Arduino Uno                      1 台 

 Arduino IDE がインストール済みの PC       1 台 

 動作確認環境 Arduino 1.6.7 以降 

 Arduino IDE は http://www.arduino.cc/から     

ダウンロードしたものを使用してください。 

 USB ケーブル(Arduino と PC接続用)        1 本 

 SensorShield                           1 台 

 BM14270AMUV-EVK-001                1 台 

 

接続方法およびソフトウェアの準備 

1. Arduino と SensorShield の接続 (Figure 1)  

 

 

Figure 1. Arduino と SensorShield の接続 

2. SensorShield の I2C エリアに BM14270AMUV-EVK-001

を接続 (Figure 2) 

3. SensorShield の電圧設定を 3.0V に設定 (Figure 2) 

4. SensorShield の割り込み設定を INTR1 に設定 (Figure 2) 

 

Figure 2. BM14270AMUV-EVK-001 と              

SensorShield の接続 

5. PC と Arduino を USB ケーブルで接続 

6. Arduino 用のプログラム(BM14270AMUV.zip)をロームセンサ

シールドのページ

( http://www.rohm.co.jp/web/japan/sensor-shield-

support )からダウンロード 

(ソフトウェアの内容は予告なしに変更することがあります。) 

7. Arduino IDE を起動 

8. メニューの[Sketch]->[Include Library]->[Add .ZIP 

Library…]を選択し、5 の zip ファイルをインストール 

9. メニューの[File]->[Examples]->[BM14270AMUV]-> 

[example]->[BM14270AMUV]を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

USB コネクタ SensorShield 

2 

3 電圧設定 4 割り込み設定 

BM14270AMUV-EVK-001 

http://www.arduino.cc/から
http://www.rohm.co.jp/web/japan/sensor-shield-support
http://www.rohm.co.jp/web/japan/sensor-shield-support
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測定手順 

1. メニューの[Tools]の Board 部分を”Arduino/Genuino Uno”, 

Port 部分を”COMxx(Arduino/Genuino Uno)”に変更

(Figure 3) 。COM Port の番号は環境によって異なります。 

 

Figure 3. Board と COM Port の設定 

2. 右矢印の Upload ボタンでプログラムの書き込み (Figure 4)  

3. プログラムが正常に Upload できたか確認。赤枠部分のメッセー

ジが”Done uploading”になっていることを確認 (Figure 4)   

 

Figure 4. Upload 画面 

4. [Tools]->[Serial Monitor]を起動 (Figure 5)  

 

Figure 5. Tools 設定 

 

5. Serial Monitor の baudrate を 115200 に設定しログを確認

(Figure 6) 

 

Figure 6. Serial Monitor 画面 

6. 測定したい電流ラインの間に設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Figure 7. 基板の接続例 
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基板情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Figure 8. 電流センサ基板の写真 

 

 

 

 

 

 

 

Figure 9. I/F 基板の写真 

部品番号 役割 

C1 VDD用パスコン (0.22uF) 

C2 VREG用パスコン (0.22uF) 

JP1 アドレス切替用 PAD：Default = L (GND) 

Table 1. 電流センサ基板部品情報 

 

TOP BOTTOM 

TOP BOTTOM 
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Notice

ご 注 意

本資料の記載内容は改良などのため予告なく変更することがあります。

本資料に記載されている内容は製品のご紹介資料です。ご使用に際しては、別途最新の仕様書を必ず
ご請求のうえ、ご確認ください。

ロームは常に品質・信頼性の向上に取り組んでおりますが、半導体製品は種々の要因で故障・誤作動する
可能性があります。
万が一、本製品が故障・誤作動した場合であっても、その影響により人身事故、火災損害等が起こらない
ようご使用機器でのディレーティング、冗長設計、延焼防止、バックアップ、フェイルセーフ等の安全確保
をお願いします。定格を超えたご使用や使用上の注意書が守られていない場合、いかなる責任もローム
は負うものではありません。

本資料に記載されております応用回路例やその定数などの情報につきましては、本製品の標準的な動作
や使い方を説明するものです。
したがいまして、量産設計をされる場合には、外部諸条件を考慮していただきますようお願いいたします。

本資料に記載されております技術情報は、製品の代表的動作および応用回路例などを示したものであり、
ロームまたは他社の知的財産権その他のあらゆる権利について明示的にも黙示的にも、その実施また
は利用を許諾するものではありません。上記技術情報の使用に起因して紛争が発生した場合、ロームは
その責任を負うものではありません。

本資料に掲載されております製品は、耐放射線設計はなされておりません。

本製品を下記のような特に高い信頼性が要求される機器等に使用される際には、ロームへ必ずご連絡
の上、承諾を得てください。
・輸送機器（車載、船舶、鉄道など）、幹線用通信機器、交通信号機器、防災・防犯装置、安全確保のため
  の装置、医療機器、サーバー、太陽電池、送電システム

本製品を極めて高い信頼性を要求される下記のような機器等には、使用しないでください。
・航空宇宙機器、原子力制御機器、海底中継機器

本資料の記載に従わないために生じたいかなる事故、損害もロームはその責任を負うものではありません。

本資料に記載されております情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、万が一、当該情報の
誤り・誤植に起因する損害がお客様に生じた場合においても、ロームはその責任を負うものではありま
せん。

本製品のご使用に際しては、RoHS 指令など適用される環境関連法令を遵守の上ご使用ください。
お客様がかかる法令を順守しないことにより生じた損害に関して、ロームは一切の責任を負いません。
本製品の RoHS 適合性などの詳細につきましては、セールス･オフィスまでお問合せください。

本製品および本資料に記載の技術を輸出又は国外へ提供する際には、「外国為替及び外国貿易法」、
「米国輸出管理規則」など適用される輸出関連法令を遵守し、それらの定めにしたがって必要な手続を
行ってください。

本資料の一部または全部をロームの許可なく、転載・複写することを堅くお断りします。

1)

2)

3)

4)

5)

6)

7)

8)

9)

10)

11)

12)

13)

ローム製品のご検討ありがとうございます。 
より詳しい資料やカタログなどご用意しておりますので、お問合せください。

ROHM  Customer Support System
http://www.rohm.co.jp/contact/

R1102B

881970
タイプライターテキスト

881970
タイプライターテキスト

881970
タイプライターテキスト

881970
タイプライターテキスト

881970
タイプライターテキスト




